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道 標 学校の防災教育～子どもの命を守るために～
東日本大震災から５年が経過した今年４月，熊本県

を中心とする大地震が起こった。交通機関が麻痺し，
停電，断水等によってライフラインが絶たれ，学校は
避難所となったが，何日も食べ物や物資が行き渡らな
い事態も起こった。東日本大震災と熊本地震では，地
震の原因も被害の状況も違う。もし，熊本地震のよう
な直下型の大地震が，本県でも起きたとしたら，東日
本大震災の時とは異なる被害の状況にも対応しなけれ
ばならないだろう。今後，いつ起きるか分からないこ
のような災害に備えて，学校はどのように防災教育を
進めていけばよいのか。

平成 25 年３月，文部科学省から学校防災のための
参考資料「『生きる力』を育む防災教育の展開」が刊
行された。これを基に防災教育を進めてきた中で，熊
本県における大地震は起こった。計り知れない自然の
恐ろしさと日々の防災教育の重要性を感じている。本
県では，子どもたちの「生きる力」の向上を目指し，

避難所生活を想定した体験活動である「防災キャンプ」
を実施するなどの防災教育が進められている。これら
の震災を教訓に防災教育の重要性が高まっている。

第３回国連防災世界会議（平成 28 年３月 14 日開催）
の防災教育交流国際フォーラムにおいて，今後 10 年
の取組を示す仙台宣言が採択された。この宣言の中に，

「防災教育はすべての防災対策の礎である。自然災害
を乗り越えるには，過去の経験，先人の知恵を学び，
家庭・学校・社会において協働で日頃から実践し育ん
でいく私たち一人一人の能力にかかっている。その力
を組織的に高める試みが防災教育である。」とある。

想定外の事態が起こったとき，子どもたちが他者を
意識しながら，自分にできることを判断し，行動して
いく力こそが命を守ることにつながる。本号では，子
どもたちの命を守るために，学校は地域社会とともに
どのように防災教育に取り組むべきかを考える。
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